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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　インターロイキン11（IL11）のヒト巨核球産生に与

える影響を明らかにすることを目的とした．

　方法

　1）細胞の分離：正常志願者から骨髄液を採取し比

重遠心法により単核細胞を分離した．さらにEロゼッ

ト法およびプラスチック皿への付着によりT細胞と

付着細胞を除去した．またCD34陽性の造血幹細胞お

よびCD41陽性の巨核球系細胞をイムノビーズ法を用

いて分離した．

　2）培養法

　①巨核球コロニー培養法：我々が開発した無血清

軟寒天培養法を用いた．

　T細胞除去非付着性単核細胞あるいはCD34陽性の

造血幹細胞に各種サイトカインを加えて14日間培養し

た．培養後，アルカリホスファターゼ，アンチアルカ

リホスファターゼ染色でCD41陽性細胞を染色し，同

染色陽性細胞を巨核球とし，3個以上の巨核球の集塊

を二二球コロニーとして算定した．

　②液体培養法：CD41陽性の巨核球系細胞を各種サ

イトカインあるいはその抗体と共に5～7日間培養し
た．

　③巨核球のploidyの測定法：巨核球系細胞に

DAPI染色を施し，顕微蛍光測：光装置でそのploidyを

測定した．

　結果

　1）骨髄のT細胞除去非付着性単核細胞にIL－11を

単独で添加しても巨核球コロニーは形成されなかっ

た．しかしIL－11をIL－3と共に添加するとIL3単独添

加の場合と比べて巨核球コロニー数，コロニーサイズ，

ploidyの増大を認めた．　CD34陽性の造血幹細胞の培

養でも同様の結果であった．

　2）骨髄CD41陽性の巨核球系細胞にIL－11を加えて

培養するとploidyは増加し，その増加は抗IL－6抗体を

添加しても消失しなかった．

　考察

　IL－11は，　IL3の存在下で巨群球コロニー数，コロ

ニーサイズを増加させる作用があり，また巨魁球系細

胞のploidyを増大させる作用もあることから，ヒトの

造血幹細胞から巨核球系細胞への分化，巨核球系細胞

の成熟に関与していると考えられた．この作用は同様

の作用が認められているIL6を介するものではない

と考えられる．

　結論

　IL・11，はヒト巨核球産生の調節に関与するサイトカ

インの一つであると考える．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本論文は申請者の開発した無血清ヒト巨核球コロニー培養法および巨核球培養法を用い，インターロイキン

ー11はインターロイキンー3と協力して，造血幹細胞から巨核球系細胞への分化を誘導し，さらに巨核球系細胞の

成熟を促すことを示した．つまり，インターロイキンー11がヒト巨核球産生に関与するサイトカインの一つであ

ることを明らかにした学術上価値のある論文である．
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